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月 １ 回 の 耐 震 相 談 会 （ 無 料 ）

郵送または
ファクス

派遣

郵送

問い合わせ

回答

木 造 住 宅 耐 震 診 断 士 の 無 料 派 遣

区民

派遣申し込み

木造住宅耐震
診断士による
診断

診断結果の報告

区

受付
（派遣事務局）

派遣決定

診断結果の
報告書作成

昨
年　

月
の
新
潟
県
中
越
地
震
に
始
ま
り
、
各
地
で
大

１０

規
模
な
地
震
が
続
い
て
い
ま
す
。
地
震
に
よ
る
建
物
倒

壊
な
ど
を
心
配
さ
れ
て
い
る
区
民
の
皆
さ
ん
に
、
耐
震

診
断
の
専
門
家
（
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
）
を
無
料
で

派
遣
し
ま
す
。

　
　

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
課
監
察
・
防
災
係
へ
。

耐
震
相
談
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

建
築
物
の
耐
震
診
断
や
耐
震

改
修
に
つ
い
て
、
区
役
所
一
階

ロ
ビ
ー
で
毎
月
一
回
無
料
相
談

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
建
築
年

次
、
構
造
な
ど
の
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
会
の
日
程

　

７
月　

日
�
、８
月　

日
�
、

１４

１０

９
月
１
日
�
、　

月　

日
�
、

１０

１２

　

月　

日
�
、　

月　

日
�
、

１１

１０

１２

１４

　

年
１
月　

日
�
、
２
月　

日

１８

１９

１５

�
、
３
月
９
日
�
／
い
ず
れ
も

午
後
１
時
〜
４
時
（
た
だ
し
９

月
１
日
は
午
前　

時
〜
）

１０

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

の
無
料
派
遣

　

住
宅
を
所
有
し
て
い
る
方
か

ら
の
申
請
に
よ
り
、
区
長
が
認

定
し
た
耐
震
診
断
士
を
派
遣

し
、
建
築
物
の
状
況
、
設
計
図

書
な
ど
か
ら
耐
震
改
修
の
必
要

性
な
ど
を
診
断
し
ま
す
。

　

対
象
は
、
昭
和　

年
５
月
以

５６

前
に
建
て
ら
れ
た
延
べ
面
積
が

二
〇
〇
�
以
内
の
木
造
建
築
物

で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
７
月　

日
か

１９

ら
申
請
用
紙
（
区
役
所
西
棟
三

階
建
築
課
監
察
・
防
災
係
に
あ

り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事

務
局
（
〒　

‐
０
０
３
３
清
水

１６７

３
―　

―　

建
築
士
事
務
所
協

２７

１５

会
杉
並
支
部
�
５
９
３
８
‐
２

９
２
５
）
へ
。

　

な
お
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

木
造
以
外
の
建
築
物
に
つ
い
て

も
派
遣
を
準
備
中
で
す
。

詳
し
い
診
断
と
改
修
ア

ド
バ
イ
ス
費
用
の
助
成

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
の
派

遣
を
受
け
た
方
で
、
建
物
の
耐

震
改
修
を
希
望
す
る
方
は
、
さ

ら
に
詳
し
い
診
断
と
改
修
計
画

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
区
が
費
用
の
う
ち
一
〇
万

円
を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。

耐
震
改
修
費
用
の
助
成

　

前
記
の
詳
し
い
診
断
と
改
修

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
方
で
、

木
造
の
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
改

修
工
事
を
希
望
す
る
場
合
は
、

区
が
二
五
万
円
を
限
度
額
と
し

て
、
費
用
の
四
分
の
一
を
助
成

し
ま
す
（
改
修
工
事
前
に
申
請

が
必
要
で
す
）。

　
 

住
宅
課
住
宅
施
策
推
進
係

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
改

修
費
用
の
助
成

　

区
で
は
道
路
に
面
し
た
部
分

の
既
存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤

去
し
、
生
垣
な
ど
の
緑
化
を
行

う
方
に
助
成
を
行
い
ま
す
。
耐

震
改
修
に
併
せ
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
 

公
園
緑
地
課
み
ど
り
の
事

業
係

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
を
強
く
勧
め
る

業
者
が
い
ま
す
が
、
区
と
は
一

切
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審

に
思
っ
た
ら
早
め
に
区
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 

建
築
課
監
察
・
防
災
係

問問問

〈区の建築物耐震化支援事業〉

　

杉
並
区
で
は
今
月
、
区
独
自
の
教
師

養
成
機
関
と
な
る
「
杉
並
師
範
館
」
を

創
設
し
ま
す
。
こ
れ
は
教
員
免
許
取
得

予
定
の
学
生
や
現
職
の
教
師
を
対
象

に
、
有
為
な
人
材
を
全
国
か
ら
三
〇
名

程
度
募
集
し
、４
月
か
ら
一
年
間
の「
師

範
館
」
研
修
を
経
た
の
ち
、
翌
年
の
４

月
に
杉
並
区
立
小
学
校
の
教
師
と
し
て

「
独
自
採
用
」
し
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　

「
師
範
館
」
創
設
の
大
切
な
ポ
イ
ン

ト
は
、
こ
の
「
独
自
採
用
」
と
い
う
点

に
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
は
、

公
立
学
校
の
教
師
の
採
用
や
異
動
は
都

道
府
県
の
専
権
事
項
と
さ
れ
て
い
て
、

教
員
人
事
の
「
た
ら
い
回
し
」
に
対
す

る
批
判
や
「
せ
っ
か
く
い
い
先
生
が
来

た
の
に
も
う
異
動
す
る
」
と
い
っ
た
不

満
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
般
、
地

方
分
権
の
一
環
と
し
て
の
制
度
改
正
に

よ
り
、
区
市
町
村
で
も
自
ら
人
件
費
を

負
担
す
る
な
ら
ば
、
都
採
用
の
教
師
に

加
え
て
区
が
教
師
を
独
自
に
採
用
で
き

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
「
教
育
は
人
に
あ
り
」。
こ
れ
が
教
育

の
本
質
を
説
い
た
原
理
で
あ
る
こ
と
を

否
定
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
し

ょ
う
。「
何
を
教
え
る
」
と
い
う
こ
と
も

大
切
で
す
が
、
そ
れ
を
「 
誰 
が
教
え
る
」

だ
れ

と
い
う
こ
と
こ
そ
が
よ
り
重
要
で
あ
る

こ
と
は
、
私
た
ち
が
等
し
く
経
験
し
て

き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
教

育
と
は
、
師
が
弟
子
を
そ
の
人
間
力
で

感
化
し
て
い
く
過
程
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
「
い
い
教
育
」
を 
育 
む
に

は
ぐ
く

は
、「
い
い
教
師
」
を
得
て
い
く
こ
と
が

肝
要
で
す
。

　
「
教
育
立
区
」
を
め
ざ
す
杉
並
区
は
、

こ
こ
に
「
杉
並
師
範
館
」
を
開
き
、
子

ど
も
へ
の
深
い
愛
情
と
教
育
へ
の
熱
い

情
熱
を
持
ち
、
そ
し
て
教
師
と
い
う
仕

事
に
強
い
使
命
感
を
も
っ
た
「
い
い
教

師
」
を
養
成
し
、
区
の
教
育
の
発
展
の

礎
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
「
師
範
館
」
を
通
じ
て
、
地
域
が

責
任
を
持
っ
て
教
師
を
養
成
、
採
用
す

る
こ
と
が
い
か
に
義
務
教
育
の
質
の
向

上
に
つ
な
が
り
、
そ
の
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
「
い
い
教
育
」
を
提
供
す
る
こ

と
に
な
る
か
を
杉
並
か
ら
示
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
杉
並
師
範
館
」の

創
設

杉
並
区
長

耐
震
診
断
士
を
無
料
で
派
遣
し
ま
す

耐
震
診
断
士
を
無
料
で
派
遣
し
ま
す

��
木
造
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方

木
造
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
��

▲専門家があなたの家を無料で診断します

詳しい診断と改修アドバイス（有料・助成あり）

耐 震 改 修 費 用 の 助 成

マ ン シ ョ ン へ の 専 門 家 派 遣 （ 準 備 中 ）
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〈郵便ハガキ〉

�行事名

�住所

�氏名（フリガナ）

�年齢

�電話番号

（原則１人１枚）

入

例

記

�
上
荻
窪
青
少
年
育
成
委
員
会 

四
〇
周
年
万
歩
会

　
 

７
月　

日
�
〜　

日
�
い

２０

２６

ず
れ
も
午
前
５
時　

分
〜
７
時

５０

　

分 

行
程
＝
荻
窪
八
幡
神
社

３０（
上
荻
４
―　

―
２
）
集
合
↓

１９

善
福
寺
池
一
周
↓
荻
窪
八
幡
神

社 

無
料 

・ 

電
話
ま
た
は

直
接
、
７
月　

日
ま
で
に
西
荻

１９

地
域
活
動
係
（
桃
井
４
―
３
―

２
西
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
二

階
�
３
３
０
１
‐
０
９
８
１
）

へ 

開
催
期
間
中
は
集
合
場
所

で
も
参
加
を
受
け
付
け
ま
す

�
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

杉
並
区
民
の
つ
ど
い

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。（
区
共
催
）

　
 

７
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２２

（
０
時　

分
開
場
） 

セ
シ
オ

３０

ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

出
演
＝
杉
並
第
三
小
学
校
合

唱
団
、
高
円
寺
中
学
校
吹
奏
楽

部
、
杉
並
総
合
ウ
イ
ン
ド
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
Ｅ
）、
笹
川

典
生
ク
イ
ン
テ
ッ
ト 

五
六
〇

名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

児
童
課
子
ど
も

青
少
年
係

ガ
ー
デ
ン
ゴ
ル
フ
無
料

講
習
会
と
夏
休
み
大
会

　

ガ
ー
デ
ン
ゴ
ル
フ
と
は
、
ビ

時
内

費

申

問

他時

場

内

定

費

申

問

リ
ヤ
ー
ド
の
球
を
使
用
し
た
パ

タ
ー
ゴ
ル
フ
で
す
。
大
会
の
み

の
参
加
も
で
き
ま
す
が
、
初
心

者
の
方
は
講
習
会
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。（
区
後
援
）

　
 

�
無
料
講
習
会
＝
７
月　
１０

日
〜　

日
の
毎
週
日
曜
日
、
午

３１

後
２
時
〜
４
時
（
雨
天
中
止
）

�
夏
休
み
大
会
＝
８
月　

日
�

２１

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
雨
天

時
は　

日
�
に
延
期
） 

都
立

２８

善
福
寺
川
緑
地
・
杉
並
第
二
小

学
校
前
広
場（
成
田
西
３
―
１
）

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

小
学
生
以
上
の
方 

�
各
日
三

〇
名
�
一
〇
〇
名 

無
料 

往

復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
に

生
年
月
日
と
�
は
参
加
希
望
日

も
書
い
て
、
�
は
開
講
日
の
二

日
前
ま
で
、
�
は
７
月　

日（
い

２２

ず
れ
も
必
着
）
ま
で
に
国
際
ガ

ー
デ
ン
ゴ
ル
フ
協
会
（
〒　

‐
１６６

０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
３８

９
）
へ
（
先
着
順
） 

同
協
会
・

岩
崎
�
３
３
１
４
‐
３
７
６
８

（
午
前　

時
〜
午
後
５
時
）

１０

h
ttp
://w
w
w
.g
a
rd
e
n
g
o

lf.o
rg

 
�
消
費
者
セ
ン
タ
ー 

夏
休
み
教
室

�
親
子
テ
ス
ト
教
室

　

食
品
に
使
わ
れ
て
い
る
合
成

着
色
料
や
ジ
ュ
ー
ス
の
糖
分
を

時

場

対

定費

申

問

HP

調
べ
ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
午
後
１
時　

２６

３０

分
〜
３
時　

分 

区
内
在
住
の

３０

小
学
生
と
そ
の
保
護
者 

一
六

組
三
二
名
（
抽
選
）　

�
紙
す
き
体
験
教
室

　

押
し
花
や
草
を
入
れ
た
自
分

だ
け
の
手
す
き
ハ
ガ
キ
を
作
り

ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２９

４
時 

昔
の 
智  
恵 
を
い
か
す
会

ち 

え

 

区
内
在
住
で
小
学
四
年
生
以

上
の
方 

二
〇
名
（
抽
選
）

☆

　
 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・
第

一
〜
第
三
教
室
（
荻
窪
５
―　
１５

―　

） 

無
料 

電
話
で
、
�

１３
は
７
月　

日
ま
で
�
は　

日
ま

１５

１９

で
に
消
費
者
セ
ン
タ
ー
�
３
３

９
８
‐
３
１
４
１
へ 

同
セ
ン

タ
ー

�
住
ま
い
の
勉
強
会 

知
っ
て
て
よ
か
っ
た
！
リ
フ

ォ
ー
ム
の
し
く
み
―
失
敗
し

な
い
業
者
選
び
の
た
め
に

　
 

７
月　

日
�
午
後
１
時　

１６

３０

分
〜
５
時
（
区
後
援
） 

荻
窪

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
２

―　

―　

） 

三
〇
名 

五
〇

３４

２０

〇
円
（
資
料
代
） 

・ 

電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（
記
入
例
参
照
）
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
住
環
境
ネ
ッ
ト
�
５
３
３

６
‐
６
６
０
４
�
５
３
３
６
‐

６
６
０
９
�in

fo
@
n
p
o
-jy

u
k
a
n
k
y
o
.n
e
t

へ
（
先
着
順
）

時

対

定

時
師

対

定

場

費

申

問

時

場

定

費

申

問

ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
演
劇
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
申
し
込
み
専
用
）
で

性
別
も
書
い
て
、　

月
７
日（
必

１０

着
）
ま
で
に
文
化
･
交
流
協
会

文
化
係
へ

◇
親
子
能
楽
鑑
賞
会

　

日
本
の
優
れ
た
伝
統
芸
能
で

あ
る
「
能
」
を
、
親
子
で
気
軽

に
楽
し
め
る
鑑
賞
会
で
す
。

 　
 
　

月
２
日
�
午
後
２
時
開

１０

演
（
１
時　

分
開
場
） 

セ
シ

３０

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

演
目
＝
金
剛
流
能
「
船
弁
慶

　

白
波
之
伝
」、
大
藏
流
狂
言

「
口 
真  
似 
」
▽
出
演
＝
能
＝
工

ま 

ね

藤
寛
（
シ
テ
）、
山
根
あ
お
い

（
子
方
）、
安
田
登
（
ワ
キ
）、

大
藏
教
義
（
間
）
ほ
か
／
狂
言

＝
大
藏
吉
次
郎
ほ
か
／
解
説
＝

武
蔵
野
大
学
講
師
・
三
浦
裕
子

 

五
六
八
名 

一
般
三
〇
〇
〇

円
、
小
・
中
学
生
一
五
〇
〇
円

（
全
席
自
由
・
会
員
割
引
有
・

ジ
ョ
イ
フ
ル
券
利
用
可
） 

チ

ケ
ッ
ト
の
販
売
＝
左
上
記
の
と

お
り 

託
児
あ
り
。
希
望
者
は

電
話
で
、
９
月　

日
ま
で
に
文

１５

化
･
交
流
協
会
文
化
係
へ
（
定

員
九
名
・
小
学
生
未
満
）

◇
若
手
あ
と
お
し
落
語
会

　

「
柳
家
小
蝠
」
勉
強
会

　

立
川
談
志
に
入
門
し
、
そ
の

後
桂
文
治
門
下
と
な
っ
た
二
つ

目
昇
進
一
年
目
の
若
手
落
語
家

 

▲船弁慶 白波之伝

時

場

内定

費

申

他

▲柳家　小蝠

も
気
軽
に
参
加
で
き
る
講
座
で

す
。
シ
ア
タ
ー
ト
ー
ク
（
上
記

参
照
）
も
鑑
賞
し
ま
す
。

　
 
　

月　

日
�
・　

日
�
・

１１

１０

１７

　

日
�
い
ず
れ
も
午
後
６
時　

２４

３０

分
〜
８
時　

分
▽
シ
ア
タ
ー
ト

３０

ー
ク
（
上
記
） 

浜
田
山
会
館

（
浜
田
山
１
―　

―
３
） 

桐

３６

朋
学
園
芸
術
短
期
大
学
教
授
・

篠
崎
光
正
（
劇
団
電
劇
主
宰
）

 

五
〇
名
（
抽
選
） 

四
五
〇

〇
円
（
シ
ア
タ
ー
ト
ー
ク
の
チ

ケ
ッ
ト
代
を
含
む
。
会
員
割
引

有
・
ジ
ョ
イ
フ
ル
券
利
用
可
）

 

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
�

b
u
n
k
a
5
@
jc
o
m
.h
o
m
e
.

n
e
.jp

（
記
入
例
参
照
・
Ｅ
メ

時

場

師

定

費

申

◇
シ
ア
タ
ー
ト
ー
ク

　

女
優
・
東
恵
美
子
が
語
る
〜

芝
居
の 
面  
白 
さ
・
人
生
の
楽

お
も 
し
ろ

し
さ

　

劇
団
青
年
座
の
創
立
メ
ン
バ

ー
で
、
舞
台
・
テ
レ
ビ
な
ど
で

活
躍
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
女

優
・
東
恵
美
子
さ
ん
に
、
創
作

活
動
の
喜
び
や
苦
労
、
そ
れ
を

通
し
て
出
会
っ
た
人
々
と
の
触

れ
合
い
や
感
動
を
伺
い
ま
す
。

 　
 
　

月　

日
�
午
後
７
時
開

１１

１８

演
（
６
時　

分
開
場
） 

浜
田

３０

山
会
館（
浜
田
山
１
―　

―
３
）

３６

 

出
演
＝
東
恵
美
子
、演
出
家
・

石
澤
秀
二
（
聞
き
手
） 

二
〇

〇
〇
円
（
全
席
自
由
・
会
員
割

引
有
・
ジ
ョ
イ
フ
ル
券
利
用
可
）

 

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
＝
下
記
の

と
お
り 

未
就
学
児
の
入
場
は

で
き
ま
せ
ん

◇
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

演
劇
の
魅
力
「
心
を
つ
か
む

コ
ツ
」

　

「
演
技
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」、

「 
台  
詞 
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」、

せ
り 

ふ

「
個
性
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
、
初
め
て
の
方 ▲東　恵美子

時

場

内

費

申

他

（
ピ
ア
ノ
）
▽
曲
目
＝
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
「
ト
ル
コ
マ
ー
チ
」、
オ

ペ
ラ
『
コ
シ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ

ッ
テ
』
よ
り
「
妹
よ
、
ご
覧
な

さ
い
な
」、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
「
ね
こ

の
二
重
唱
」、ド
イ
ツ
歌
曲
ほ
か

 

一
八
〇
名 

一
五
〇
〇
円

（
全
席
自
由
・
会
員
割
引
有
・

ジ
ョ
イ
フ
ル
券
利
用
可
） 

左

上
記
の
と
お
り

※　

年
度
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

１８出
演
者
募
集

　
 

小
規
模
な
コ
ン
サ
ー
ト
で

の
演
奏 

区
内
在
住
で
、プ
ロ
・

ア
マ
を
問
わ
ず
演
奏
経
験
が
あ

り
、
二
時
間
程
度
の
演
奏
を
提

供
で
き
る
方 

若
干
名
（
グ
ル

ー
プ
可
） 

専
用
の
申
込
用
紙

で
、
８
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１５

に
文
化
・
交
流
協
会
文
化
係
へ

▽
申
込
用
紙
配
布
場
所
＝
文

化
・
交
流
協
会
文
化
係
、
文
化
・

交
流
課
（
区
役
所
中
棟
二
階
）、

コ
ミ
ュ
か
る
シ
ョ
ッ
プ
（
区
役

所
一
階
）、地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

／
文
化
・
交
流
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

h
ttp
://m
e
m
b
e

rs
.jc
o
m
.h
o
m
e
.n
e
.jp
/s

u
g
ib
u
n

か
ら
も
取
り
出
せ
ま

す 定

費

申

内

対

定
申

HP

の
登
場
で
す
。

　
 

７
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１６

（
１
時　

分
開
場
） 

杉
並
会

３０

館
（
上
荻
３
―　

―
５
） 

七

２９

〇
名 

五
〇
〇
円
（
会
員
割
引

な
し
） 

・ 

文
化
･
交
流
協

会
文
化
係
へ

◇
杉
並
音
楽
家
シ
リ
ー
ズ
・
サ

ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　

姉
妹
ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　

―
日
本
の
う
た
世
界
の
う
た

　

二
重
唱
曲

　
 
　

月　

日
�
午
後
２
時
開

１０

２３

演
（
１
時　

分
開
場
） 

浜
田

３０

山
会
館（
浜
田
山
１
―　

―
３
）

３６

 

出
演
＝
黒
澤
陽
子
・
稲
森
雅

子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
小
宮
康
裕

時

場

定

費
申

問

時

場

内

▽
シ
ア
タ
ー
ト
ー
ク
、
親
子

能
楽
鑑
賞
会
、
サ
ロ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売

　

前
売
開
始
＝
７
月
１
日
�

午
後
１
時
〜
▽
販
売
窓
口
＝

�
文
化
・
交
流
協
会
文
化
係

※
初
日
は
電
話
予
約
の
み
＝

月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
�
区

役
所
一
階
コ
ミ
ュ
か
る
シ
ョ

ッ
プ
＝
月
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後

４
時　

分
�
地
域
区
民
セ
ン

３０

タ
ー
＝
開
館
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
８
時

　 文化・交流協会文化係
（〒１６７‐００４３上荻３‐２９‐５
　杉並会館内�５３１１‐７０３５）

問

▲小宮　康裕 ▲稲森雅子・黒澤陽子

◇
女
子
美
ア
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ

（
Ｊ
Ａ
Ｗ
）・
夏
休
み
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ「
初
め
て
の
油
絵
」

　

色
の
話
、
絵
具
の
扱
い
方
、

造
形
遊
び
も
交
え
て
、
楽
し
く

描
け
ま
す
。
完
成
し
た
作
品
は

同
時
開
催
の
展
覧
会
「
環
境
の

中
の
茶
色
」
に
展
示
し
ま
す
。

　
 

Ａ
＝
８
月　

日
�
・　

日

１７

１９

�
い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
午
後

１０

０
時　

分
▽
Ｂ
＝
８
月　

日

３０

１７

�
・　

日
�
い
ず
れ
も
午
後
２

１９

時
〜
４
時　

分
▽
Ｃ
＝
８
月　

３０

１８

日
�
・　

日
�
い
ず
れ
も
午
前

２０

　

時
〜
午
後
０
時　

分
▽
Ｄ
＝

１０

３０

時

８
月　

日
�
・　

日
�
い
ず
れ

１８

２０

も
午
後
２
時
〜
４
時　

分 

セ

３０

シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―
２２

　

） 

女
子
美
術
大
学
卒
業
生

３２
 

小
・
中
学
生 

各
一
五
名（
抽

選
） 

三
〇
〇
〇
円
（
材
料
費
）

 

往
復
ハ
ガ
キ（
記
入
例
参
照
）

に
希
望
コ
ー
ス
名
も
書
い
て
、

７
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

３１

に
Ｊ
Ａ
Ｗ
事
務
局
「
初
め
て
の

油
絵
」
係
（
〒　

‐
０
０
５
２

１６７

南
荻
窪
４
―　

―
５
―
３
Ｃ
右

４２

近
方
）
へ 

女
子
美
ア
ー
ト
ウ

ェ
ー
ブ
事
務
局
�
・
�
５
３
７

０
‐
４
０
８
８

場

師

対

定

費

申

問

�

�

�

�

�����������

�����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

����������

�� �� ��

�� ��

����������

� � �� � �

� �� �



〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

�������●３ 平成１７（２００５）年�月�日（金曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
先
着

順
）

☆

　
 

・ 

東
京
女
子
大
学
（
〒

　

‐
８
５
８
５
善
福
寺
２
―
６

１６７―
１
�
５
３
８
２
‐
６
４
７
０

�
３
３
０
１
‐
０
４
７
３
�s

u

p
p
o
rt@
o
ffic
e
.tw
c
u
.a
c

.jp

） 場

問

ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
方
法
を
体

験
し
ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
午
後
５
時
〜

１５

６
時　

分 

児
童
青
少
年
セ
ン

４５

タ
ー
（
荻
窪
１
―　

―
３
） 

５６

自
分
の
再
分
析
、
自
分
の
性
格

の
タ
イ
プ
、
友
だ
ち
の
キ
モ
チ

を
知
る
方
法
の
体
験
な
ど 

東

京
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ア
カ
デ
ミ

ー
・
渋
谷
英
雄 

中
・
高
校
生

 

一
五
名 

無
料 

直
接
、
児

童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
受
付
へ

（
先
着
順
） 

同
セ
ン
タ
ー
�

３
３
９
３
‐
４
７
６
０ 

空
き

が
あ
れ
ば
当
日
受
付
も
可

東
京
女
子
大
学
の
講
座

◇
高
校
生
の
た
め
の
公
開
英
語

　

講
座

　

経
験
豊
富
で
英
語
を
母
国
語

と
す
る
教
員
が
、
ゲ
ー
ム
や
実

演
な
ど
で
、
英
語
の
話
し
方
を

楽
し
く
指
導
し
ま
す
。（
区
後

援
）

　
 

・ 

下
表
の
と
お
り 

高

校
生
・
予
備
校
生
（
男
女
と
も

受
講
可
） 

四
〇
名 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参

照
）
に
学
校
名
・
学
年
、
一
日

の
み
の
参
加
希
望
は
希
望
日
も

書
い
て
、
７
月　

日
（
必
着
）

１５

ま
で
に
同
大
学
教
育
研
究
支
援

課
へ
（
先
着
順
）

◇
夏
季
特
別
講
座

　

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
歴
史

認
識
問
題
」
批
判
と
連
帯
の

試
み

　
 

・ 

・ 

下
表
の
と
お
り

（
区
後
援
） 

原
則
と
し
て
区

内
在
住
･
在
勤
・
在
学
の
方 

二
五
〇
名 

二
日
間
三
〇
〇
〇

円
（
学
生
一
五
〇
〇
円
）、
一
コ

マ
一
〇
〇
〇
円
（
学
生
五
〇
〇

円
） 

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
大
学
へ
事
前

に
申
込
用
紙
を
請
求
の
う
え
、

時

場

内
師

対

定

費

申

問

他

時

内

対

定

費

申

時

内

師対

定

費

申

参
照
・
一
組
一
枚
）
に
Ａ
・
Ｂ

い
ず
れ
か
の
コ
ー
ス
名
、
学
年

も
書
い
て
、
７
月
９
日
（
必
着
）

ま
で
に
科
学
館
（
〒　

‐
０
０

１６７

３
３
清
水
３
―
３
―　

）
へ 

１３

科
学
館
�
３
３
９
６
‐
４
３
９

１�
親
子
環
境
教
室 

ヒ
ー
ト
モ
ン
ス
タ
ー
を

追
え
！

　

夏
を
ど
ん
ど
ん
暑
く
し
て
い

る
ヒ
ー
ト
モ
ン
ス
タ
ー
が
あ
ら

わ
れ
た
！
み
ん
な
で
街
に
出
て

そ
の
正
体
を
さ
ぐ
り
、
撃
退
の

方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
 

７
月　

日
�
午
後
１
時　

３０

３０

分
〜
４
時　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ

３０

る
荻
窪
（
荻
窪
５
―　

―　

）

１５

１３

と
そ
の
周
辺 

五
感
で
温
度
を

感
じ
る
訓
練
、
ヒ
ー
ト
モ
ン
ス

タ
ー
の
実
態
を
調
査
し
撃
退
の

方
法
を
考
え
る
、
リ
サ
イ
ク
ル

風
鈴
作
り 

小
学
三
〜
六
年
生

と
そ
の
保
護
者 

三
〇
名 

五

〇
円
（
保
険
料
） 

・ 

電
話

で
、
７
月　

日
ま
で
に
環
境
課

２２

環
境
都
市
推
進
担
当
へ
（
先
着

順
）

�
郷
土
史
講
座 

縄
文
土
器
の
修
復

　
 

７
月　

日
�
午
後
１
時　

１７

３０

分
〜
４
時
（
区
後
援
） 

セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

石
原
道
知 

八
〇
名 

五
〇

〇
円 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並
郷
土
史
会
・
原
田
�
３
３

１
２
‐
６
６
２
３

�
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

の
ぞ
い
て
み
よ
う
！ 

コ
コ
ロ
の
世
界

　

友
だ
ち
や
家
族
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ 問

時

場
内

対

定

費

申

問

時

場

師

定

費

申

問

�
緑
の
地
球
を
子
ど
も
た
ち
へ 

リ
サ
イ
ク
ル
工
作
教
室

夏
休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル
！

　

自
然
の
役
割
と
大
切
さ
を
学

び
、
廃
材
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

を
作
る
体
験
環
境
学
習
講
座
で

す
。（
区
後
援
）

　
 

７
月　

日
�
午
後
１
時
〜

３０

４
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

） 

小
・
中
学
生

２２

３２

 

二
〇
名 

五
〇
〇
円 

・ 

電
話
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
和
泉
自

由
学
校
環
境
教
育
室
�
５
３
７

６
‐
３
２
７
２
へ
（
先
着
順
）

�
区
民
科
学
教
室 

親
子
天
文
教
室

　

親
子
で
夏
の
星
座
を
観
察
し

ま
し
ょ
う
。

　
 

・ 

Ａ
コ
ー
ス
（
星
座
早

見
盤
づ
く
り
）
＝
７
月　

日
�

２３

▽
Ｂ
コ
ー
ス（
望
遠
鏡
づ
く
り
）

＝　

日
�
／
い
ず
れ
も
午
後
６

３０
時
〜
９
時 

科
学
館 

区
内
在

住
・
在
学
で
、
Ａ
＝
小
学
三
年

生
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
、
Ｂ
＝
小
学
五
年
生
以
上
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者 

二
人

一
組
で
二
〇
組 

Ａ
＝
無
料
、

Ｂ
＝
三
〇
〇
〇
円
（
材
料
費
）

 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例

時
場

対

定

費

申

問

時

内
場

対
定

費

申土曜日のパパママ学級
８月６日�午後１時～４時

和泉保健センター
（〒１６８‐００６３和泉４‐５０‐６�３３１３‐９３３１）
　 ビデオ、もく浴実習、情報交換など 区内在住
で当日妊娠２８週以上の初産のカップル１６組 無料 
往復ハガキに２人の氏名・住所・電話番号・出産予定
日・返信用のあて先を書いて、７月２２日 （必着）まで
に同保健センターへ 応募多数の場合、出産予定日
などで調整あり

内 対
費 申

他

 

・ 

電
話
で
、
松
ノ
木
ふ

れ
あ
い
の
家
�
３
３
１
８
‐

２
６
６
０
へ
（
先
着
順
）

◇
元
気
に
在
宅
で
暮
ら
す
た

め
に
―
福
祉
用
具
の
上
手

な
選
び
方
・
使
い
方

　
 

７
月　

日
�
午
後
２
時

２０

〜
３
時　

分 

高
円
寺
障
害

３０

者
交
流
館
（
高
円
寺
南
２
―

　

―　

） 

福
祉
用
具
相
談

２４

１８

員
ほ
か 

四
〇
名 

・ 

電

話
で
、
ケ
ア　

高
円
寺
�
５

２４

３
０
５
‐
６
１
５
１
へ
（
先

着
順
）

申

問
時

場
師

定

申

問

順
）

◇
高
齢
者
の
健
康
管
理
と
訪

問
看
護
サ
ー
ビ
ス

　
 

７
月　

日
�
午
後
２
時

２２

〜
３
時 

和
泉
ふ
れ
あ
い
の

家
（
和
泉
４
―　

―　

） 

４０

３１

区
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
所
長
・
松
原
直
子 

二
〇
名 

・ 

電
話
で
、
和

泉
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３
２

１
‐
４
８
０
８
へ
（
先
着
順
）

◇ 
口  
腔 
ケ
ア
の
基
礎
知
識

こ
う 
く
う

　

―
元
気
が
出
る
快
護
（
快

適
な
介
護
）
術
・
楽
す
る

老
人
介
護

　
 

７
月　

日
�
午
後
１
時

２６

　

分
〜
４
時 

松
ノ
木
ふ
れ

３０あ
い
の
家
（
松
ノ
木
２
―　
１４

―
３
） 

デ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
�
・
新
井
直
実 

三
〇
名

時

場

師定

申

問

時

場

師

定

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
介
護

者
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

　

意
思
疎
通
に
問
題
を
感
じ

て
い
る
方
、
よ
り
良
い
人
間

関
係
を
目
指
し
て
い
る
方
は

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
 

７
月　

日
�
午
前
９
時

１２

　

分
〜
正
午 

井
草
地
域
区

３０民
セ
ン
タ
ー
（
下
井
草
５
―

７
―　

） 

二
〇
名 

・ 

２２

電
話
で
、
ケ
ア　

下
井
草
�

２４

５
３
０
３
‐
５
３
４
１
へ（
先

時

場
定

申

問

着
順
）

介
護
教
室

　

い
ず
れ
も
区
内
在
住
・
在

勤
の
方
が
対
象
で
、
参
加
費

は
無
料
で
す
。

◇
高
齢
者
向
け
の
食
事
づ
く

り
の
ポ
イ
ン
ト

　
 

７
月　

日
�
午
後
１
時

１６

　

分
〜
３
時 

和
田
ふ
れ
あ

３０い
の
家（
和
田
３
―　

―
４
）

５２

 

二
〇
名 

・ 

電
話
で
、

和
田
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３

１
２
‐
９
５
５
６
へ
（
先
着

時

場

定

申

問

�

�

�

�

����������������������������������������

����������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〈東京女子大学 夏季特別講座〉
講　　　師内　　容日　　　時

同大学教授　　茂木　敏夫

歴史認識の諸相とそ
の背景午前１０時～正午

８月２６日�
日中知識人の批判と
連帯の運動午後１時～３時

早稲田大学教授　李　成市日韓知識人の批判と
連帯の運動午前１０時～正午

　　２７日�
岩波書店編集部　

馬場　公彦
戦後日本の歴史認識
とアジア午後１時～３時

〈東京女子大学 高校生のための公開英語講座〉
学習内容日　　　時

お互いに紹介しよう午前１０時～正午
７月２３日� ディスカッションの

方法午後１時～３時

ロールプレイの実践午後１時～３時
　　２４日� 英語でのお話の作り

方
午後３時１０分～

５時１０分

 

�
�
四
〇
〇
円（
昼
食
代
）

�
無
料 

・ 

電
話
で
、
高

井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３

３
４
‐
４
３
０
４
へ
（
先
着

順
） 

�
�
は
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
き
ん
・
歯
ブ
ラ
シ
・
筆

記
用
具
�
は　

日
�
に
歯
ブ

１３

ラ
シ
・
コ
ッ
プ
・
タ
オ
ル
を

持
参

�
健
康
づ
く
り
高
円
寺
東

地
区
会
事
業 

中
高
年
の
た
め
の
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
 

７
月　

日
�
午
後
２
時

２０

〜
４
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並

（
梅
里
１
―　

―　

） 

Ｔ

２２

３２

Ａ
Ｃ
健
康
運
動
指
導
士
・
藤

田
温
史 

区
内
在
住
の
方 

三
〇
名 

無
料 

・ 

電
話

で
、
高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー

�
３
３
１
１
‐
０
１
１
６
へ

（
先
着
順
） 

体
育
館
履
き

費

申

問

他
時

場

師

対

定

費

申

問

他

（
ス
リ
ッ
パ
不
可
）
と
タ
オ

ル
を
持
参

�
杉
並
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
企
画
講
演
会 

み
ん
な
に
役
立
つ
運
動

中
の
け
が
の
予
防 

―
楽
し
く
運
動
す
る
た
め

に
　

早
稲
田
大
学
ラ
グ
ビ
ー
選

手
の
け
が
や
健
康
管
理
に
携

わ
っ
て
い
る
経
験
豊
富
な
医

師
か
ら
、
身
近
な
事
例
を
う

か
が
い
ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
午
後
１
時

２３

　

分
〜
３
時　

分 

杉
並
保

３０

３０

健
所
（
荻
窪
５
―　

―
１
）

２０

 

順
天
堂
大
学
病
院
整
形
外

科
医
師
・
高
澤
俊
治 

区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

一
二
〇
名 

無
料 

・ 

電

話
で
、
杉
並
保
健
所
健
康
推

進
課
�
３
３
９
１
‐
１
０
１

５
へ
（
先
着
順
）

時

場

師

対

定

費

申

問

高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー

�
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
め

の
方
の
健
康
講
座

　
 

７
月　

日
�
午
前　

時

２２

１０

〜
午
後
３
時 

料
理
・
昼
食

会
・
歯
の
健
康
の
話 

区
内

在
住
・
在
勤
の
方 

三
〇
名

�
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
健
康
講

座

　
 

７
月　

日
�
ま
た
は　

２７

２８

日
�
午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

 

料
理
と
昼
食
会
・
指
人
形

や
紙
芝
居
に
よ
る
健
康
の
話

 

４
〜
５
歳
児
と
そ
の
保
護

者 

各
日
一
〇
組

�
子
育
て
真
っ
最
中
の
方
の

た
め
の
歯
周
病
予
防
教
室

時

内

対
定

時
内対

定

　

毎
日
忙
し
く
子
育
て
に
追

わ
れ
て
い
る
方
、
自
分
の
お

口
の
ケ
ア
を
後
回
し
に
し
て

い
ま
せ
ん
か
。
今
回
の
主
役

は
あ
な
た
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
 

・ 

７
月　

日
�
＝
歯

１２

周
病
の
基
本
的
な
知
識
、
予

防
方
法
▽　

日
�
＝
ブ
ラ
ッ

１３

シ
ン
グ
の
基
本
／
い
ず
れ
も

午
前　

時
〜　

時　

分 

区

１０

１１

３０

歯
科
医
師
会
・
飯
島
裕
之
ほ

か 

区
内
在
住
で
就
学
前
の

子
ど
も
の
保
護
者 

三
〇
名

 

託
児
あ
り

☆

　
 

高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
井
戸
東
３
―　

―
３
）

２０

時

内

師

対

定

他
場

毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎
日日日日日日日日日日日日日日日日
のののののののののののののののの
健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康
づづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりり
にににににににににににににににに

毎
日
の
健
康
づ
く
り
に

介
護
な
ど
を

し
て
い
る
方
へ

�

�

�



報」のお申し込みは広報課へ。
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�
�福
 

え
の
き
会
沓
掛
ホ
ー
ム 

介
護
職
員

　
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
利

用
者
の
介
護
業
務
全
般
▽
勤
務

体
制
＝
四
週
八
休
、
四
交
代
制

（
勤
務
割
表
で
勤
務
）
▽
資
格

な
ど
＝
介
護
福
祉
士
ま
た
は
ヘ

ル
パ
ー
二
級
で
、　

歳
ま
で
の

３５

健
康
な
方
▽
給
与
＝
同
法
人
規

定
に
よ
る
（
経
験
者
優
遇
）
▽

募
集
人
員
＝
二
名 

電
話
連
絡

の
上
、
履
歴
書
を
郵
送
で
沓
掛

内

申

ホ
ー
ム
（
〒　

‐
０
０
３
１
本

１６７

天
沼
３
―　

―　

）
へ 

同
ホ

３４

２８

ー
ム
�
３
３
９
５
‐
０
９
０
０

�
３
３
９
５
‐
０
９
７
０

�
杉
並
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団 

託
児
員

　

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
実
施
中

（
約
三
時
間
）
に
、
３
歳
〜
就

学
前
の
お
子
さ
ん
を
保
育
し
ま

す
。

　
 

資
格
＝
満　

歳
以
上　

歳

２０

６０

未
満
で
�
保
育
士
資
格
を
お
持

ち
の
方
�
幼
稚
園
ま
た
は
小
・

中
学
校
教
諭
の
実
務
経
験
の
あ

る
方
▽
勤
務
地
＝
高
円
寺
体
育

館
（
高
円
寺
南
２
―　

―　

）、

３６

３１

上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
上
井
草
３
―　

―
１
）、荻
窪

３４

体
育
館
（
荻
窪
３
―　

―
２
）、

４７

下
高
井
戸
運
動
場
（
下
高
井
戸

３
―　

―
１
）
▽
時
給
＝
一
〇

２６

問

内

三
〇
円
程
度
▽
募
集
人
員
＝
若

干
名 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記

入
例
参
照
）
に
、
生
年
月
日
、

性
別
、
資
格
（
�
は
実
務
経
験

年
数
も
）、
勤
務
可
能
な
曜
日
・

時
間
帯
・
場
所
も
書
い
て
、
７

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
�
杉

１１
並
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
〒

　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―

１６６
　

―
２
み
な
み
阿
佐
ケ
谷
ビ
ル

１４八
階
）
へ 

同
財
団
�
３
３
１

２
‐
２
１
１
１
（
区
代
表
）

申

問

杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

◇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
講
座

　
 

７
月　

日
�
午
後
１
時　

１６

３０

分
〜
４
時 

法
人
化
す
る
場
合

の
要
件
、
手
続
き
の
流
れ
な
ど

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
を
考
え

て
い
る
方 

一
五
名 

一
〇
〇

〇
円 

電
話
で
、
同
セ
ン
タ
ー

へ
（
先
着
順
）

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
は
じ
め
の

一
歩
・
相
談
日

　
 

毎
月
第
一
水
曜
日
・
第
三

（
ま
た
は
第
四
）
土
曜
日
（
７

月
は
６
日
�
・　

日
�
）
午
後

２３

１
時
〜
８
時 

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
す
る
相
談
�
ミ
ニ

体
験
（
車
イ
ス
な
ど
）
＝
午
後

３
時
〜
／
７
時
〜
（
二
〇
分
程

度
） 

無
料 

当
日
、
直
接
同

セ
ン
タ
ー
へ

☆

時

内

対

定

費

申
時

内

費

申

　
 

・ 

杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

四
階

４７

１７

�
５
３
０
６
‐
３
９
３
９
）　

�
食
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

夏
休
み
直
前
―
食
を
通

じ
て
子
ど
も
た
ち
と
ど

う 
関 
わ
る
か

か
か

　

食
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た

こ
と
を
機
会
に
、
食
育
の
必
要

性
や
効
果
、
進
め
方
な
ど
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。「
食
」
を
切

り
口
と
し
て
、
親
子
の
関
わ
り

方
や
家
族
の
あ
り
方
に
も
焦
点

を
当
て
て
話
し
合
い
ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
午
後
２
時　

２０

３０

分
〜
４
時　

分 

セ
シ
オ
ン
杉

３０

並
（
梅
里
１
―　

―　

） 

前

２２

３２

文
部
科
学
大
臣
・
河
村
建
夫
、

和
田
中
学
校
校
長
・
藤
原
和
博

ほ
か 

五
七
八
名 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

学
務
課
保

場

問

時

場

師

定

費

申

問

健
給
食
係

知
っ
て
安
心 

成
年
後
見
制
度
と
認
知
症

　

超
高
齢
社
会
に
向
け
、
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。（
区
後
援
）

　
 

７
月　

日
�
午
後
１
時　

２３

３０

分
〜
４
時　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ

３０

る
荻
窪
・
第
二
会
議
室
（
荻
窪

５
―　

―　

） 

・ 

�
任
意

１５

１３

後
見
制
度
（
税
理
士
・
奥
田
よ

し
子
、
永
井
久
美
子
）
�
認
知

症
と
そ
の
対
応
（
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
・
森
京
子
）
�
専
門
家

に
よ
る
成
年
後
見
、
認
知
症
、

年
金
な
ど
の
無
料
相
談
会 

区

内
在
住
の
方 

四
〇
名 

一
〇

〇
〇
円 

・ 

電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
（
２
面
記
入
例
参
照
）

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
京
シ
ル
バ
ー
ケ

ア
研
究
会
�
５
３
４
７
‐
５
３

６
８
�
５
３
４
７
‐
５
３
５
９

へ
（
先
着
順
）

時

場内

師

対

定

費

申

問

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

◇
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
 

７
月　

日
�
午
前　

時
〜

１７

１０

午
後
３
時 

募
集
区
画
＝
一
二

区
画
（
抽
選
） 

区
内
在
住
・

在
勤
の
方
（
業
者
不
可
） 

往

復
ハ
ガ
キ（
２
面
記
入
例
参
照
）

で
、
７
月
９
日
（
必
着
）
ま
で

に
同
館
へ

◇
か
ん
き
ょ
う
講
演
会

「
き
っ
て
も
き
れ
な
い
生
活
の

中
の
化
学
物
質
」

　
 

７
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１６

４
時 

北
里
大
学
医
学
部
教
授

・
宮
田
幹
夫 

区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方 

三
〇
名 

電

話
で
、
同
館
へ
（
先
着
順
）

☆

　
 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪 

無

料 

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
５
―

１６７

　

―　

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
内

１５

１３
時

内

対

申

時
師

対
定

申

場

費

問

�
３
３
９
８
‐
３
１
９
１
）

�
老
年
学
公
開
講
座 

地
域
へ
の
軟
着
陸
―
退

職
後
も
社
会
参
加
で
イ

キ
イ
キ
と

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
践

し
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し

て
い
る
区
民
の
方
の
報
告
を
交

え
た
公
開
講
座
で
す
。（
区
共

催
）

　
 

７
月　

日
�
午
後
１
時　

２１

１５

分
〜
４
時　

分
（
正
午
開
場
）

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

�
中
高
年
の
社
会

２２

３２

参
加
「
定
年
後
の
地
域
デ
ビ
ュ

ー
」
�　

歳
か
ら
の
「
楽
し
み
・

６０

い
き
が
い
・
社
会
貢
献
」
�　
７５

歳
か
ら
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
・
社
会
貢
献
」
�
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
「
杉
並
区
民
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」 

東
京
都
老
人

総
合
研
究
所
研
究
員
・
杉
原
陽

時
場

内

師

子
、
藤
原
佳
典
、
新
開
省
二
ほ

か 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場

へ 

高
齢
者
施
策
課
い
き
が
い

活
動
支
援
係

�
高
井
戸
西
い
き
が
い
応
援
館 

夕
焼
け
サ
ロ
ン

　
 

・ 

・ 

①
７
月　

日
�

１３

＝
小
学
唱
歌
を
歌
お
う
（
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
・
村
松
尚
子
）
②　
２０

日
�
＝
南
米
の
ハ
ー
プ
・
ア
ル

パ
に
よ
る
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

（
浜
根
未
稀
）
／
い
ず
れ
も
午

後
６
時　

分
〜
８
時　

分 

高

３０

３０

井
戸
西
敬
老
会
館
（
高
井
戸
西

１
―　

―
５
）　
 

区
内
在
住
・

１７

在
勤
で　

歳
以
上
の
方 

各
日

５０

二
〇
名
（
先
着
順
） 

各
一
〇

〇
〇
円
（
軽
食
付
） 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
竹

箒
の
会
・
川
井
�
・
�
３
８
１

３
‐
２
１
０
３
�k

a
w
a
ik
@

th
e
m
is
.o
c
n
.n
e
.jp

費

申

問時

内

師

場

対

定
費申

問

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば 

高
井
戸

◇
ミ
シ
ン
を
使
っ
て
親
子
で
楽

し
む
マ
イ
バ
ッ
グ
製
作
教
室

　
 

７
月　

日
�
�
午
前　

時

２３

１０

　

分
〜
正
午
�
午
後
１
時　

分

３０

３０

〜
３
時 

女
子
美
術
大
学
（
和

田
１
―　

―
８
） 

女
子
美
術

４９

大
学
学
生 

区
内
在
住
で
小
学

四
年
生
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者 

各
回
二
〇
組（
抽
選
）

 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面

記
入
例
参
照
）
に
学
年
・
希
望

回
も
書
い
て
、
７
月　

日
（
必

１４

着
）
ま
で
に
同
ひ
ろ
ば
へ

◇
森
を
体
験
し
よ
う

　

赤
城
自
然
園
バ
ス
見
学
会

　
 

７
月　

日
�
午
前
７
時　

３０

３０

分
〜
午
後
６
時 

集
合
・
解
散

＝
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪

５
―　

―　

）
▽
行
先
＝
赤
城

１５

１３

時

場

師

対
定

費

申

時

場

自
然
園
（
群
馬
県
勢
多
郡
赤
城

村
） 

小
学
三
年
生
〜
中
学
生

 

四
〇
名
（
保
護
者
が
付
き
添

う
場
合
は
一
名
ま
で
可
・
抽
選
）

 

一
人
五
〇
〇
円
（
保
険
料
含

む
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記

入
例
参
照
）
に
学
年
・
昼
食

（
別
料
金
）
希
望
の
有
無
も
書

い
て
、
７
月　

日
（
必
着
）
ま

１６

で
に
同
ひ
ろ
ば
へ

◇
安
全
に
大
切
に
乗
り
ま
し
ょ

う
―
自
転
車
の
手
入
れ
方
法

と
パ
ン
ク
の
直
し
方

　
 

７
月　

日
�
午
後
１
時
〜

３１

３
時　

分 

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ

３０

ば
高
井
戸 

一
二
名 

三
〇
円

 

電
話
で
、
同
ひ
ろ
ば
へ
（
先

着
順
）

☆

　
 

同
ひ
ろ
ば
（
〒　

‐
０
０

１６８

７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―
４
�

３
３
３
１
‐
４
３
６
０
／
水
・

木
曜
休
館
）

対

定費

申
時

場定

費

申
問

�区民体育祭秋季大会
◇硬式庭球
　 ８月２１日～１１月１３日の日曜・祝日（予備日を含め１０日間）、午前９時～午後
７時 松ノ木運動場（松ノ木１‐３‐２２）、上井草スポーツセンター（上井草３
‐３４‐１） 男子＝シングルスＡ級・Ｂ級、ダブルスＡ級・Ｂ級（Ｂ級は各種大
会の１回戦敗退者・初心者・壮年者など。Ａ級とＢ級の重複申込不可）／女子＝
シングルス、ダブルス 区内在住・在勤・在学の方（高校生以下不可） ６００組
 １種目１０００円。郵便局「００１８０‐９‐１３７３９２杉並区硬式庭球連盟」へ振込み 
申込用紙（区立体育施設にあります）と振替受領書のコピーを、７月１０日（必着）
までに区硬式庭球連盟・吉永節子（〒１６６‐８７９９成田東４‐３８‐１４杉並郵便局止）
へ（先着順） 区硬式庭球連盟・斎藤�０８０‐３４５８‐８８３０（午後７時～１０時）
◇バドミントン（中学生の部）
　 ８月２６日�・２８日�午前９時～ 上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐
１）、荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） １部＝男女単･複／２部＝１年生の男女単
 区内在住・在学の中学生 単４００円・複８００円。郵便局「００１３０‐８‐７２４１１７杉
並区バドミントン連盟」へ振込み 申込書（区立体育施設にあります）と振替受
領書のコピーを、７月２２日（必着）までに区バドミントン連盟・宇田川孝（〒１６６
‐００１５成田東４‐３８‐２０ミカドスポーツ内）へ 同連盟・宇田川�３３１３‐８５５１
（午前１０時３０分～午後５時）

�親子リズム体操　○さ 教室番号００５１
　 ９月１日～１０月６日の毎週木曜日、午前１１時～午後１時（計６回） 荻窪体
育館 区内在住・在勤・在学の３歳～就学前の子どもと保護者 １５組３０名（抽
選） １０００円 往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日も書いて、７月１１日
（必着）までに荻窪体育館（〒１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２）へ 同体育館�３２２０
‐３３８１
�早起きソフトテニス教室
　 Ａ＝８月９日�～１２日�（予備日１５日�）、Ｂ＝８月１６日�～１９日�（予備
日２３日�）いずれも午前６時～８時 Ａ＝松ノ木運動場（松ノ木１‐３‐２２）、
Ｂ＝妙正寺体育館（清水３‐２０‐１２） 区内在住・在勤の方 各３０名（抽選）
 １５００円 往復ハガキ（２面記入例参照）に、性別、ＡまたはＢの希望も書い
て、Ａ＝７月２０日、Ｂ＝７月２７日（いずれも必着）までに区ソフトテニス連盟・
小島晃（〒１６６‐００１６成田西３‐６‐４）へ 同連盟・小島�３３１２‐０３８５（午後
７時～９時）
�いきいき健康アドバイス
　運動能力測定で体力年齢を算出し、専門スタッフがあなたに合った運動プログ
ラム（�成人病予防�シェイプアップ�体力アップ）を作成し、健康づくりのア
ドバイスを行います。
　 ７月１７日�午前９時～午後６時 上井草スポーツセンター・トレーニングル
ーム（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 ２０組（個人
およびペア可） ４００円（入場料） ・ 電話で、希望受付時間（受付時間は午
前９時～２０分ごとに１組）を上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ（先着順）
 受付からアドバイス終了まで約１時間かかります

時
場

内

対 定
費 申

問

時 場
内

対 費
申

問

時 場
対 定
費 申

問

時
場

対 定
費 申

問

時 場
対 定

費 申 問

他

スポーツ教室　○さ …さざんかねっとで申し込みできます
http://www.yoyaku-sports.city.suginami.tokyo.jp/rasgiusr2

※『さざんかねっと』はインターネットによる予約システムで、自宅のパソコ
ンや各施設に設置されているタッチパネル式パソコンから申し込みできます
（携帯電話は不可）。個人利用者登録（区内在住・在勤・在学の方）が必要で
す。申し込みは、７月１日午前８時３０分からハガキ締切日までです。定員を超
えた場合は、初めて申し込んだ方を優先する場合があります。



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報

�������●５ 平成１７（２００５）年�月�日（金曜日）

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
運
営
す
る

事
業
者

　

区
で
は
、　

年
度
中
に
認
知

１７

症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

整
備
し
運
営
す
る
事
業
者
を
募

集
し
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
整
備
数
、
補
助
額
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
７
月

　

日
ま
で
に
ご
相
談
く
だ
さ

２９い
。

※
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
＝
認
知
症
の
状
態
に
あ

る
方
が
、
家
庭
的
な
環
境
の

中
で
五
〜
九
人
の
共
同
生
活

を
送
る
こ
と
に
よ
り
、
認
知

症
の
進
行
を
緩
や
か
に
し
、

明
る
い
生
活
を
送
る
た
め
の

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

　
 

・ 

高
齢
者
施
策
課
計
画

推
進
担
当
へ

�
杉
並
区
「
調
べ
る
」
学
習

賞
コ
ン
ク
ー
ル 

応
募
作
品

　

学
校
や
区
の
図
書
館
の
本
を

使
っ
た
「
調
べ
る
」
学
習
に
よ

る
作
品
や
研
究
を
募
集
し
ま

す
。
昨
年
は
七
一
一
点
の
応
募

が
あ
り
、
小
・
中
学
生
合
わ
せ

て
二
一
名
の
作
品
が
努
力
や
工

夫
を
評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し

申

問

た
。
あ
な
た
も
夏
休
み
を
利
用

し
て
「
調
べ
る
」
学
習
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

募
集
期
間
＝
９
月
１
日
�

〜　

日
� 

作
品
の
形
や
大
き

３０
さ
、
枚
数
は
自
由 

作
品
提
出

先
＝
小
・
中
学
生
の
部
＝
小
・

中
学
校
ま
た
は
区
立
図
書
館
▽

高
校
生
・
一
般
の
部
＝
区
立
図

書
館 

中
央
図
書
館
児
童
サ
ー

ビ
ス
担
当
�
３
３
９
１
‐
５
７

５
４

�
私
立
む
さ
し
の
保
育
園 

方
南
分
園 

　

月
１
日
入
園
の
園
児

１０
　

私
立
む
さ
し
の
保
育
園
方
南

分
園
（
方
南
１
―　

―
２
）
が

５１

　

月
１
日
に
開
設
し
ま
す
。

１０
　
 

通
常
保
育
時
間
＝
午
前
７

時
〜
午
後
６
時
▽
延
長
保
育
＝

午
後
６
時
〜
８
時
（
詳
細
は
同

園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）
▽
募
集
人
数
＝
０
歳
（
９

週
目
以
上
）
八
名
、
１
歳
一
〇

名
、
２
歳
一
一
名
（
４
月
１
日

現
在
の
満
年
齢
。
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
児
童
は
、　

月
１０

１
日
現
在
の
満
年
齢
）
▽
内
定

発
表
＝
８
月　

日
（
予
定
） 

２６

８
月　

日
ま
で
に
保
育
課
（
区

１０

役
所
東
棟
三
階
）
ま
た
は
各
福

祉
事
務
所
＝
東
（
高
円
寺
南
２

―　

―　

）、
西
（
荻
窪
５
―　

２４

１８

１５

―　

）、
南
（
高
井
戸
東
４
―　

１３

１０

―　

）
へ
（
郵
送
は
不
可
）。
申

２６
込
用
紙
は
保
育
課
、
各
福
祉
事

務
所
、
区
内
保
育
園
に
あ
り
ま

す 

保
育
内
容
、
延
長
保
育
＝

む
さ
し
の
保
育
園
�
３
３
８
３

‐
１
５
８
９
／
申
し
込
み
方
法

な
ど
＝
保
育
課
入
園
相
談
係 

方
南
分
園
は
０
歳
〜
２
歳
児
ま

で
の
保
育
園
で
す
。
３
歳
児
以

降
は
、
新
た
に
他
の
保
育
園
な

ど
に
入
園
の
申
し
込
み
が
必
要

時

内

申

問
内

申

問

他

で
す

 
７
月
の
出
張
教
育
相
談
室

　

お
子
さ
ん
に
関
す
る
心
配
ご

と
や
悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
相

談
員
が
応
対
し
ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
午
前
９
時
〜

１４

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時 

井

草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
下
井

草
５
―
７
―　

） 

区
内
の
幼

２２

児
、
小
・
中
学
生
の
保
護
者
と

関
係
者 

無
料 

前
日
ま
で
に

電
話
で
、
済
美
教
育
セ
ン
タ
ー

�
５
３
７
８
‐
０
９
６
１
へ 

同
セ
ン
タ
ー 

当
日
会
場
で
も

受
け
付
け
ま
す
が
、
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

原
爆
被
爆
者
の
方
に
見

舞
金
を
支
給
し
ま
す

　

７
月
１
日
現
在
、
区
内
在
住

で
、
か
つ
引
き
続
き
支
給
時
期

（
８
月
下
旬
）
も
区
内
に
住
所

が
あ
る
被
爆
者
の
方
に
、
見
舞

金
二
万
一
〇
〇
〇
円
を
支
給
し

ま
す
。

　
 

�
被
爆
者
健
康
手
帳
�
本

人
の
銀
行
口
座
の
分
か
る
も
の

�
印
鑑
を
持
っ
て
、
７
月　

日
２９

ま
で
に
障
害
者
施
策
課
障
害
者

福
祉
係
（
区
役
所
東
棟
一
階　
１３

番
窓
口
）
へ
。　

年
度
に
受
給

１６

さ
れ
た
方
は
申
請
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん 

同
係

都
市
計
画
公
園
・
緑
地
の
整

備
方
針
「
中
間
の
ま
と
め
」

へ
の
意
見
・
提
言

　

都
市
計
画
公
園
・
緑
地
の
整

備
を
計
画
的
・
効
率
的
に
推
進

す
る
た
め
、
都
区
市
町
が
共
同

で
整
備
方
針
の
策
定
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

時

場

対

費

申

問

他

申

問

　

こ
の
中
間
の
ま
と
め
で
は
、

今
後
、
優
先
的
に
整
備
す
る
公

園
・
緑
地
を
選
定
す
る
考
え
方

な
ど
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
内

容
は
、
東
京
都
都
市
整
備
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.to
s
h
is
e
ib
i.m
e
tro
.t

o
k
y
o
.jp
/

、問
い
合
わ
せ
先
の

窓
口
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

意
見
・
提
言
は
、
郵
便
・
フ

ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
７
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
東
京
都

３１都
市
整
備
局
（
〒　

‐
８
０
０

１６３

１
新
宿
区
西
新
宿
２
―
８
―
１

�
５
３
８
８
‐
１
３
５
４
、
�

S
0
0
0
0
1
8
0
＠
s
e
c
tio
n
.

m
e
tro
.to
k
y
o
.jp

）
へ

　
 

東
京
都
都
市
整
備
局
公
園

緑
地
計
画
担
当
�
５
３
８
８
‐

３
２
６
４
、
区
公
園
緑
地
課

杉
並
区
食
品
衛
生
監
視
指

導
計
画
に
基
づ
く
実
施
結

果
を
公
表
し
ま
し
た

　

食
品
等
事
業
者
の
施
設
へ
の

立
ち
入
り
・
検
査
結
果
、
区
民

へ
の
情
報
提
供
・
意
見
交
換
な

ど
に
つ
い
て
の　

年
度
実
施
結

１６

果
を
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
政
資

料
室
（
区
役
所
西
棟
二
階
）、
杉

並
保
健
所（
荻
窪
５
―　

―
１
）

２０

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
 

杉
並
保
健
所
生
活
衛
生
課

食
品
衛
生
担
当
�
３
３
９
１
‐

１
９
９
１

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者

評
価
受
審
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

　

区
は
、
民
間
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
事
業
者
に
対

し
、
第
三
者
評
価
を
受
審
す
る

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
第
三
者
の
評
価
を
広
く
普

HP

問問

及
定
着
さ
せ
る
た
め
で
す
。

　

評
価
結
果
は
、
と
う
き
ょ
う

福
祉
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.

fu
k
u
n
a
v
i.o
r.jp

ま
た
は
区

政
資
料
室（
区
役
所
西
棟
二
階
）

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
（
評
価
を

受
審
し
て
い
る
施
設
は
左
表
参

照
）。

　
 

区
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者

評
価
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
で

定
め
る
事
業
者 
　

月　

日
ま

１２

２８

で
に
、
障
害
者
関
係
は
障
害
者

施
策
課
、
高
齢
者
関
係
は
介
護

保
険
課
、
子
ど
も
家
庭
関
係
は

保
育
課
へ 

保
健
福
祉
部
管
理

課家
族
介
護
者
に
ヘ
ル
パ
ー
研

修
受
講
料
を
助
成
し
ま
す

　
 

助
成
額
＝
上
限
三
万
円

（
た
だ
し
受
講
料
に
教
材
費
を

含
む
場
合
は
、
教
材
費
を
差
し

引
い
た
額
） 

次
の
要
件
を
す

HP

対

申

問

内

対

べ
て
満
た
す
方
①
区
内
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
申
請
時
過
去
一

年
間
に
三
親
等
内
の
親
族
で
介

護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
（
第

２
号
被
保
険
者
で
、
特
定
疾
病

に
該
当
す
る
方
を
含
む
）
を
三

カ
月
以
上
介
護
し
て
い
る
、
ま

た
は
介
護
し
て
い
た
方
②　

年
１７

度
中
に
訪
問
介
護
員
養
成
研
修

二
級
ま
た
は
三
級
課
程
を
受
講

し
修
了
認
定
を
受
け
た
方
③
将

来
、
区
内
で
訪
問
介
護
員
と
し

て
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
方
※

厚
生
労
働
省
所
管
の
教
育
訓
練

給
付
金
受
給
者
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん 

三
〇
名 

①
印
鑑

（
シ
ャ
チ
ハ
タ
な
ど
ス
タ
ン
プ

印
は
不
可
）
②
受
講
料
の
領
収

書
（
教
材
費
な
ど
の
金
額
が
わ

か
る
も
の
）
③
修
了
証
明
書
④

介
護
を
受
け
て
い
る
方
の
介
護

保
険
被
保
険
者
証
⑤
振
込
先
銀

行
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の

（
郵
便
局
は
不
可
）
を
持
っ
て

定

申

保
健
福
祉
部
管
理
課
（
区
役
所

東
棟
三
階
）
へ 

同
課

�
東
京
外
か
く
環
状
道
路 

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
・
意

見
を
聴
く
会

　
 

・ 

・ 

７
月　

日
�
久

１４

我
山
会
館
（
久
我
山
３
―　

―
２３

　

）
①
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
（
情

２０報
の
提
供
）
＝
午
後
５
時　

分
３０

〜
８
時　

分
②
意
見
を
聴
く
会

３０

＝
午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

▽　

日
�
西
荻
地
域
区
民
セ
ン

１５
タ
ー
（
桃
井
４
―
３
―
２
）
①

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
＝
午
後
１
時

　

分
〜
４
時　

分
②
意
見
を
聴

３０

３０

く
会
＝
午
後
６
時　

分
〜
８
時

３０

　

分 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

３０国
土
交
通
省
外
環
調
査
事
務
所

�
０
１
２
０
‐
３
４
‐
１
４
９

１
、
東
京
都
外
か
く
環
状
道
路

担
当
�
５
３
８
８
‐
３
２
７
９
、

区
都
市
計
画
課 

計
画
の
概
略

は
、
外
環
調
査
事
務
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.

k
tr.m
lit.g
o
.jp
/g
a
ik
a
n
/

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

方
南
二
丁
目
に
建
設
さ
れ
る

高
齢
者
施
設
（
認
知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
通
所
介
護

問

時

場

内

申

問

他

HP

事
業
、
短
期
入
所
生
活
介
護
事

業
な
ど
実
施
予
定
）
の
利
用
に

つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

す
。
方
南
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

と
一
体
と
な
っ
た
こ
れ
か
ら
の

高
齢
者
ケ
ア
を
推
進
す
る
た
め

に
、
多
世
代
で
知
恵
を
出
し
合

い
ま
し
ょ
う
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
方
南
二
丁

目
施
設
づ
く
り
応
援
団
（
横
浜

国
立
大
学
建
築
計
画
研
究
室
）」

の
学
生
が
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
午
後
１
時　

１６

３０

分
〜
４
時 

泉
南
中
学
校
（
堀

ノ
内
１
―
３
―
１
） 

無
料 

・

 

電
話
で
、
高
齢
者
施
策
課
計

画
推
進
担
当
へ

三
井
高
井
戸
計
画
の
地

区
計
画
（
素
案
）
な
ど

の
説
明
会

　

区
の
基
本
的
な
考
え
方
や
都

市
計
画
関
連
の
素
案
に
つ
い

て
、
今
後
の
取
り
組
み
方
な
ど

を
説
明
し
ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
午
後
６
時　

１５

３０

分
〜
８
時　

分
／　

日
�
午
後

３０

１６

２
時
〜
４
時
（
い
ず
れ
も
内
容

は
同
じ
） 

高
井
戸
中
学
校（
高

井
戸
東
１
―　

―
１
） 

当
日
、

２８

直
接
会
場
へ 

ま
ち
づ
く
り
推

進
課
地
区
計
画
係

時

場

費

申

問
時

場

申

問

〈第三者評価を受審している民間施設（区が直接補助している分）〉
施　　　　設　　　　名施設区分

MOMOの家（阿佐谷南３‐１‐２１）、マリア保育園
（高円寺北２‐４１‐６）、ピノキオ幼児舎荻窪園（上
荻１‐１８‐７）

認証保育所子ども

久我山寮（久我山３‐１‐２４）、ハウス和田１・２階（和
田１‐４６‐７）、杉並あした寮（桃井２‐１０‐８）

知的障害者生
活寮障害者

ブース記念ケアマネジメントセンター和田（和田１‐
４０‐１５）居宅介護施設

高齢者

愛の家グループホーム西荻北（西荻北１‐１９‐１７）、
グループホームひまわり（高井戸西１‐１２‐１）、上
井草グルップボエンデ（上井草４‐３‐２２）

認知症高齢者
グループホー
ム

南陽園、第二・第三南陽園（高井戸西１‐１２‐１）短期入所生活
介護施設

デイサービスセンターなごやか杉並（高円寺南５‐６
‐４）、デイサービスセンターなごやか和田堀ホーム
（和田２‐２７‐８）、デイサービスセンターなごやか
宮前（宮前１‐１５‐１４）、南陽園在宅サービスセンタ
ー・第二南陽園在宅サービスセンター（高井戸西１‐
１２‐１）

通所介護施設

ハートぱすてる杉並（成田東４‐３８‐１９）訪問介護施設

成人祝賀のつどい

　杉並公会堂が改築中のため、平成１８年
の「成人祝賀のつどい」は、「成人の日の前
日」、１月８日�に開催します。対象は昭
和６０年４月２日～６１年４月１日生まれの
区内在住の方で、会場は中野サンプラザ
ホール（中野区中野４‐１‐１）です。

　 児童課子ども青少年係問
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１７（２００５）年�月�日（金曜日）

【記号】�＝Ｅメールアドレス　 ＝ホームページアドレスHP

１７年度区民健診 ･がん検診のお知らせ
区内在住で、職場などに健(検)診の機会がない方は、区民健診・各種がん検診を受けることがで
きます。申込方法、対象年齢などは、下表をご覧ください。
※入院、加療中の方は、受診できません。

問い合わせは、杉並保健所健康推進課�３３９１‐１０１５

備　　　考費用受診場所受診期間
対象年齢

（１８年３月３１
日現在）

健（検）診名

【申込締切】郵送受付＝誕生月の２カ月
前から翌月末まで、窓口受付＝受診期間
内の受診できる日まで 
◆申込みの必要がない方◆
次の方には誕生月の前月末に受診票を送
ります。�６５歳の方�６４歳以下で１５・１６
年度に区民健診を受診した方�６６歳以上
で１４～１６年度に区民健診を受診した方

無料指定医
療機関

誕生月の１
日 ～ 末 日
（誕生月に
受診できな
かった場合
は誕生月の
翌 々 月 ま
で）

３０歳以上

区民健診
（同時に大
腸がん検
診も受け
られます）

【申込み】区民健診を受診する際に医師
にご相談ください。
※前立腺がん検査だけの受診はできませ
　ん。
※他区の医療機関では検査できません。

７００
円

区内の
指定医
療機関

区民健診と
同時に受診
できます

５０・５５・６０・
６５・７０歳

前立腺
がん検査

【申込締切】（必着）７月８日�、最終締
切＝８月１５日�
※各締切日の月末に受診票を郵送します。

１０００
円指定医

療機関～９月３０日
３５歳以上肺がん

検　診
１０００
円５５歳以上喉頭がん

検　診
【申込締切】毎週金曜日（必着）
【乳がん検診の年代別受診期間】
�４０代＝終了しました�５０代＝７月～９
月�６０歳以上＝１０月～１２月��～�以内
に受診できなかった方＝１８年１月～２月

１０００
円指定医

療機関

１８年２月２８
日まで

２０歳以上で
偶数年齢

子宮がん
検　診

１０００
円

１８年２月２８
日まで

４０歳以上で
偶数年齢

乳がん
検　診

◆８月の胃がん検診◆

X線検査の集団検診。定員４０名。
【申込締切】受診希望日の２週間前の火
曜日（必着）
【申込み先】杉並区医師会（下記参照）
◆次の方は申し込みをご遠慮ください◆
�胃の手術を受けたことがある�現在、
胃および十二指腸の疾病治療中または経
過観察中�妊娠中または妊娠の可能性が
ある�おおむね１年以内に胃がん検診
（血清ペプシノーゲン検査を含む）を受
けた

１０００
円

杉並保
健所３
階がん
検診室

８月４日～
６日、２５日
～２７日の木 
・金・土曜日
午前９時～
午前中

３５歳以上胃がん
検　診

※がん検診を受診する場合の費用は、受診する窓口でお支払いください。なお、生活保護世帯の方は、費
用が免除されますので、事前に健康推進課へお問い合わせください。（要申請）

申込方法（ハガキは健（検）診ごとに１人１枚。ただし乳がん、子宮がんは１枚で可）健（検）診名

【記入内容】�○○健（検）診希望�住所�氏名（フリガナ）�生年月日（年齢）
�性別（乳がん、子宮がんは不要）�電話番号
【あて先】〒１６７‐００５１荻窪５‐２０‐１杉並保健所健康推進課

区民健診
肺がん
喉頭がん
乳がん
子宮がん

【記入内容】�胃がん検診希望�住所�氏名（フリガナ）�生年月日（年齢）�性
別�電話番号�受診希望日（第３希望まで）
【あて先】〒１６６‐０００４阿佐谷南３‐４８‐８杉並区医師会胃がん検診担当

胃がん

　 ・ ・ 左表のとおり 区内在住の方 
各コース１０名 ８９００円(Ｈコースは６７００円） 
ハガキ（２面記入例参照）に昼間の連絡先、
希望コース番号（第２希望まで）、キャンセル
待ち希望の有無も書いて、７月１１日（消印有
効）までに�杉並区シルバー人材センター清
水分室（〒１６７‐００３３清水３‐２２‐４）へ 清
水分室�３３９４‐２２５３

時 場 内 対 定

費 申

問

〈小学生のための夏期学習教室〉

時　間学　年場　所

午前９時～１１時４年
清水分室
（〒１６７‐００３３清水３‐
２２‐４�３３９４‐２２５３）

午後１時～３時５年

午後４時～６時６年

午前９時～１１時３・４年荻窪分室
（〒１６７‐００５１荻窪２‐
２９‐３�３２２０‐９８０４） 午後３時～５時５・６年

★
小
学
生
・
夏
期
学
習
教
室

　
 

前
期
＝
７
月　

日
〜
８
月

２６

３
日
／
後
期
＝
８
月　

日
〜　

２３

３１

日
（
土
・
日
曜
を
除
く
七
日
間
）

 

国
語
・
算
数 

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
会
員
（
元
教
師
）

 

区
立
小
学
校
に
通
う
児
童 

各
ク
ラ
ス
一
五
名 

各
期
八
〇

〇
〇
円 

ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入

例
参
照
）
に
学
校
名
、
学
年
、

保
護
者
名
、
参
加
希
望
期
も
書

い
て
、
７
月　

日
（
必
着
）
ま

１５

で
に
各
分
室
（
左
表
）
へ 

各

分
室 

通
年
の
学
習
教
室
も
あ

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

時
内

師

対

定

費

申

問

他

阿佐谷教室（阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル７階）

コース番号・日程コース名（対象）
Ａ‐１０＝８月２日・９日・
２３日・３０日　いずれも�

夜
間Ａ・初めてのパソコン

（入門） Ａ‐１１＝９月３日～２４日
の毎週土曜日

午
前
Ｂ‐１０＝９月３日～２４日
の毎週土曜日

午
後

Ｂ・パソコンもっと上達
（入門）

J‐１０＝９月４日～２５日の
毎週日曜日

午
前

 J ・使いこなすワード
（中級）

Ｋ‐１０＝９月６日～２７日
の毎週火曜日

夜
間

 Ｋ・使いこなすエクセル
（中級）

Ｌ‐１０＝８月３日・１０日・
２４日・３１日　いずれも�

夜
間

 Ｌ・仕事に役立つOffice
  総合（中級）

浴場教室　こがね湯（下高井戸４‐１７‐１７）

コース番号・日程コース名（対象）

Ｆ‐20＝９月８日�・９日
�・１５日�・１６日�

午
後

Ｆ・楽しいデジタルカメ
ラ（初級・カメラとＵＳ
Ｂケーブル持参）

清水教室（清水３‐２２‐４　２階）

コース番号・日程コース名（対象）

Ａ‐１＝８月４日�・５日
�・１８日�・１９日�

午
前

Ａ・初めてのパソコン
（入門）

Ａ‐２＝８月４日�・５日
�・１８日�・１９日�

午
後

Ａ‐３＝９月２日・９日・
１６日・３０日　いずれも�

午
前

Ｂ‐１＝９月２日・９日・
１６日・３０日　いずれも�

午
後

Ｂ・パソコンもっと上達
（入門）

Ｃ‐１＝９月６日～２７日
の毎週火曜日

午
前

Ｃ・楽しいインターネッ
ト・Ｅメール（初級）

Ｄ‐１＝９月６日～２７日
の毎週火曜日

午
後

Ｄ・楽しい文書作成（ワ
ード・初級）

Ｅ‐１＝９月７日～２８日
の毎週水曜日

午
前

Ｅ・楽しい表計算（エク
セル・初級）

Ｆ‐１＝９月７日～２８日
の毎週水曜日

午
後

Ｆ・楽しいデジタルカメ
ラ（初級・カメラとＵＳ
Ｂケーブル持参）

Ｈ‐１＝９月５日・１２日・
２６日　いずれも�

午
前

Ｈ・楽しいブログ（ウェ
ブ上の日誌・初級）

M‐１＝９月８日～２９日の
毎週木曜日

午
前

M・我が家で使えるワー
ド（応用）

P‐１＝９月８日～２９日の
毎週木曜日

午
後

P・画像の加工（応用・デ
ジタルカメラとＵＳＢ
ケーブル持参）

（注）１．時間は、午前＝１０時～正午、午後＝１時～３時、夜間＝
６時３０分～８時３０分。２．WindowsXP、Office２００３を使用。
３．受講料はテキスト代を含みます。

������������������������

������������

★パソコン教室

★
杉
並
清
掃
工
場
見
学
会
（
７

月
分
）

　
 

７
月
９
日
�
・　

日
�
午

２３

後
１
時　

分
〜
３
時 

杉
並
清

３０

掃
工
場
（
高
井
戸
東
３
―
７
―

６
） 

五
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
開
催
日
の
二
日
前
ま

で
に
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部

事
務
組
合
総
務
課
文
書
広
報
係

�
５
３
６
１
‐
３
６
１
６
へ（
先

着
順
）

時

場

定

費

申

問

★
「
シ
ニ
ア
健
康
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」

参
加
者
募
集

　
 
　

月
１
日
�
〜　

日
� 

１０

３１

競
技
種
目
＝
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
・
テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
・
ペ
タ
ン
ク
・
マ
ラ
ソ
ン
・
弓

道
・
剣
道 

都
内
在
住
で　

歳
５９

以
上
（
昭
和　

年
４
月
１
日
以

２２

前
生
ま
れ
）
の
方 

一
〇
〇
〇

円 

所
定
の
申
込
書
を
、
７
月

　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
�

３１都
高
齢
研
究
・
福
祉
振
興
財
団
・

シ
ニ
ア
健
康
ス
ポ
ー
ツ
係
へ 

同
係
�
５
２
０
６
‐
８
７
３
２

 

申
込
書
は
、
高
齢
者
施
策
課

い
き
が
い
活
動
支
援
係
（
区
役

時

内

対

費

申

問

他

所
東
棟
一
階
）
に
あ
り
ま
す

★
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　
 

８
月
６
日
�
午
後
５
時
開

演
（
４
時
開
場
） 

文
京
シ
ビ

ッ
ク
ホ
ー
ル
（
文
京
区
春
日
１

―　

―　

） 

出
演
＝
白
井
貴

１６

２１

子
、
南
佳
孝
、
林
明
日
香
ほ
か

 

七
〇
〇
組
一
四
〇
〇
名 

無

料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入

例
参
照
）
に
性
別
も
書
い
て
、

７
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
喫

１６

煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
応
募
係

（
〒　

‐
０
０
７
２
渋
谷
区
幡

１５１

ケ
谷
３
―　

―
４
）
へ 

同
コ

４２

ン
サ
ー
ト
応
募
事
務
局
�
５
３

３
４
‐
５
４
１
５

h
ttp
://w

時

場

内

定

費

申

問

HP

w
w
.b
p
8
4
.c
o
m
/k
its
u
e

n
_
m
a
n
n
e
r

★
無
料
法
律
・
公
証
・
人
権
相

談
と
子
ど
も
人
権
相
談

　

弁
護
士
や
人
権
擁
護
委
員
な

ど
が
応
じ
ま
す
。

　
 

７
月
７
日
�
・
８
日
�
午

前　

時　

分
〜
午
後
４
時
（
受

１０

１５

付
は
３
時
ま
で
） 

西
武
百
貨

店
・
池
袋
店
七
階
「
く
ら
し
の

相
談
コ
ー
ナ
ー
」（
豊
島
区
南
池

袋
１
―　

―
１
） 

�
法
律（
親

２８

子
問
題
、
相
続
問
題
な
ど
）
�

公
正
証
書
（
遺
言
、
契
約
な
ど

の
公
証
事
務
一
般
）
�
人
権（
近

隣
関
係
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題

な
ど
）
�
子
ど
も
の
人
権
（
い

じ
め
、
体
罰
、
不
登
校
な
ど
）

時

場
内

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部
第

三
課
�
５
６
８
９
‐
０
５
１
２

（
代
表
）

★
海
上
技
術
安
全
研
究
所

研
究
施
設
一
般
公
開

　

「
海
の
月
間
」
行
事
の
一
環

と
し
て
、
研
究
施
設
（
四
〇
〇

�
水
槽
、
深
海
水
槽
、
氷
海
船

舶
試
験
水
槽
ほ
か
）
を
公
開
し

ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
午
前　

時
〜

２９

１０

午
後
４
時 

独
立
行
政
法
人
・

海
上
技
術
安
全
研
究
所
（
三
鷹

市
新
川
６
―　

―
１
） 

無
料

３８

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

同
研

究
所
�
０
４
２
２
‐
４
１
‐
３

０
０
５

費

申

問
時

場

費

申

問



●７

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日 【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

平成１７（２００５）年�月�日（金曜日） �������

粗大ごみなどの申込み

電話番号のまちがいにご注意ください

粗大ごみ
杉並区粗大ごみ受付センター
�５３１１‐５３００
受付時間＝午前８時～午後７時（土・日曜、
祝日を含む。年末年始を除く）
洗濯機・テレビ・エアコン・冷蔵庫
�製品を購入した販売店または買い換え
をする販売店で受付
�購入した販売店が分からない場合
家電リサイクル受付センター
�５２９６‐７２００
受付時間＝月～土曜日の午前８時～午後
５時

家庭用パソコン
メーカーに引き取りを依頼してください
 清掃管理課リサイクル推進係問

省
エ
ネ
の
推
進
は
あ
な

た
の
家
庭
か
ら

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、

区
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の

削
減
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
区

内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
約

　

％
は
家
庭
で
の
消
費
で
す
。

４５冷
房
な
ど
で
電
力
使
用
が
増
え

る
季
節
、
家
庭
で
も
省
エ
ネ
に

取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

◇
小
さ
な
工
夫
で
大
き
な 

　

省
エ
ネ

　

「
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
」

「
冷
蔵
庫
の
上
手
な
使
い
方
」

な
ど
、
家
庭
で
簡
単
に
で
き
る

省
エ
ネ
行
動
と
効
果
を
冊
子

「
家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
作

戦
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
効
果
量
を
金
額
と
二

酸
化
炭
素
に
換
算
し
て
い
て
、

効
果
が
具
体
的
に
わ
か
り
ま

す
。
環
境
課
（
区
役
所
西
棟
七

階
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

◇
ナ
ビ
・
ワ
ッ
ト
で
省
エ
ネ　

　

効
果
を
測
定
・
実
感

　

「
省
エ
ネ
ナ
ビ
」
は
設
定
し

た
目
標
の
達
成
状
況
が
わ
か
る

機
器
で
、
家
庭
全
体
や
個
々
の

家
電
製
品
の
消
費
電
力
な
ど
を

計
測
で
き
ま
す
。　
「
ワ
ッ
ト
ア

ワ
ー
メ
ー
タ
ー
」
は
よ
り
簡
易

な
機
器
で
、
個
々
の
家
電
製
品

に
つ
な
ぐ
だ
け
で
す
ぐ
に
消
費

電
力
・
電
気
料
金
・
二
酸
化
炭

素
を
測
定
で
き
ま
す
。

　
 

貸
出
期
間
＝
ナ
ビ
一
年

間
、
ワ
ッ
ト
＝
一
カ
月
間 

区

内
在
住
の
方
（
住
所
を
確
認
で

き
る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
） 

無
料 

貸
出
状
況
に
よ

り
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。
な
る
べ
く
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

☆

　
 

・ 

環
境
課
計
画
係
へ

省
エ
ネ
に
ご
協
力
を

―
区
役
所
の
節
電
対
策

〜
８
月　

日
�

３１

　

区
で
は
、
資
源
の
節
約
や
環

境
へ
の
配
慮
の
た
め
省
エ
ネ
を

実
践
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
電

力
需
要
が
増
大
す
る
夏
季
は
、

節
電
に
努
め
ま
す
。　

区
民
の

内

対

費

他

申

問

　区では杉並の魅力を区内外に発信するため、都市
出版�とともにすぎなみカレンダーを折り込んだ月
刊『東京人』杉並版（増刊号）を発行します。
　「あなたが感じた」「あなただけが知っている」杉
並らしい風景・歴史・文化・風俗・建築物・人物な
どをご紹介ください。ご了承いただいた紹介者全員
の名前を掲載する予定です。

　 ・ 電話、ファクス、ハガキまたはＥメールに、
住所、氏名（フリガナ）、電話番号、紹介内容と理由
（簡単なコメント）も書いて、８月２０日（必着）ま
でにまちづくり推進課景観係�３３１２‐２９０７、�
matidukuri-k@city.suginami.lg.jpへ 月刊『東京人』
杉並版（増刊号）は１２月に書店で販売予定（７００円）で
す。紹介者の中から抽選で１００名にプレゼントします

申 問

他

�
ご
み
に
つ
い
て
学
ぼ
う 

保
育
園
に
「
ご
み
ぱ
っ
く

ん
」
が
や
っ
て
き
た
！

　

６
月　

日
�
、
松
庵
保
育
園

１７

（
松
庵
２
―　

―　

）
を
環
境

２３

３４

学
習
用
の
清
掃
車
「
ご
み
ぱ
っ

く
ん
」
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

「
ご
み
ぱ
っ
く
ん
」
は
内
部

が
見
え
る
よ
う
に
改
造
し
た
清

掃
車
で
、
環
境
に
つ
い
て
学
ん

で
も
ら
う
た
め
三
年
前
か
ら

小
・
中
学
校
な
ど
を
訪
問
し
て

い
ま
す
。

　

排
出
板
（
ご
み
を
押
し
出
す

板
）
に
は
「
ご
み
ぱ
っ
く
ん
」

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
ピ
ン

ク
色
の
カ
バ
が
ほ
う
き
を
持
っ

て
大
き
な
口
を
開
け
て
い
る
イ

ラ
ス
ト
が
描
か
れ
、
ま
る
で
ご

み
を
食
べ
て
は
吐
き
出
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

清
掃
車
の
一
連
の
作
業
を
間

近
で
見
学
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、「
は
じ
め
て
見
た
！
」「
す

ご
い
！
」
と
お
お
は
し
ゃ
ぎ
で

し
た
。山
崎
タ
エ
子
園
長
は「
小

さ
い 
頃 
か
ら
ご
み
に
つ
い
て
学

こ
ろ

び
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を

理
解
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
ご
不
便
を
お
か
け
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
冷
房
温
度
の
設
定

　

本
庁
舎
な
ど
の
冷
房
温
度
を

　

度
と
し
ま
す
。

２８②
本
庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
の
一
部

停
止

　

東
棟
・
中
棟
で
各
一
基
停
止

し
ま
す
。
中
棟
は
本
会
議
・
委

員
会
中
な
ど
は
稼
動
し
ま
す
。

③
照
明
機
器
の
一
部
消
灯

　

事
務
室
を
除
き
廊
下
な
ど
の

照
明
は
お
お
む
ね　

％
を
目
途

２５

に
消
灯
し
ま
す
。

④
職
員
の
服
装

　

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
な
ど
の
軽
装

で
勤
務
し
ま
す
。
そ
の
際
、
名

札
着
用
の
徹
底
を
は
じ
め
、
服

装
な
ど
に
は
十
分
配
慮
し
ま

す
。

　
 

経
理
課
・
職
員
課

問

�
清
掃
車
の
し
く
み
を
学
ぶ

子
ど
も
た
ち

▲

杉
並
清
掃
工
場
の
煙
突

エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
をを

節節
約約
しし
まま
しし
ょょ
うう

����������������������������������

��������������

�
中
杉
通
り

▲

昭
和
初
期
の
杉
並

▲

大
宮
前 
囃  
子 

ば
や 
し

�
善
福
寺
川
の
桜

　

８
月　

日
�
〜　

日
�
に

２６

２８

行
わ
れ
る
「
第　

回
東
京
高

４９

円
寺
阿
波
お
ど
り
大
会
」（
区

共
催
）
を
応
援
し
て
く
だ
さ

る
協
賛
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

協
賛
金
（
寄
付
金
）
は
一

口
五
〇
〇
〇
円
で
、
募
集
口

数
は
一
〇
〇
〇
口
で
す
。
協

賛
の
謝
礼
と
し
て
特
設
桟
敷

席
を
一
口
に
つ
き
一
席
用
意

し
ま
す
。
た
だ
し
天
候
な
ど

に
よ
り
大
会
が
中
止
に
な
っ

た
場
合
で
も
、
払
い
戻
し
は

し
ま
せ
ん
。

　
 

ハ
ガ
キ
に
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
協
賛
口
数
（
一

人
四
口
ま
で
）・
観
覧
希
望
日

（　

日
か　

日
）を
書
い
て
、

２７

２８

７
月　

日
（
消
印
有
効
・
抽

２０

選
）
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東

京
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
振
興

協
会
（
〒　

‐
０
０
０
３
高

１６６

円
寺
南
３
―　

―　

高
円
寺

５７

１０

パ
ル
プ
ラ
ザ
四
階
）
へ
。
当

選
者
に
は
払
込
用
紙
を
お
送

り
し
ま
す 

同
協
会
�
３
３

１
２
‐
２
７
２
８

申

問

「高円寺阿波
おどり大会」
協賛者を募集

すぎなみカレンダー作成
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情報公開制度と個人情報保護制度の１６年度の運用状況をお知らせします。
――問い合わせは、総務課情報公開係（区役所西棟２階）へ。

◇　

年
度
の
利
用
実
績

１６

　

利
用
者
数
は
六
八
〇
六
人
、

資
料
の
貸
出
冊
数
は
延
べ
六
七

八
冊
、
有
料
頒
布
件
数
は
二
一

九
三
件
、
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
は

五
万
一
六
五
三
枚
で
し
た
。

　

区
政
資
料
室
（
区
役
所
西
棟

二
階
）
で
は
、
区
政
を
知
る
う

え
で
必
要
な
情
報
を
幅
広
く
提

供
し
て
い
ま
す
。

◇
提
供
し
て
い
る
資
料

　

①
総
合
計
画
②
財
政
③
消

費
・
経
済
④
福
祉
・
保
健
衛
生

⑤
都
市
計
画
⑥
環
境
・
災
害
対

策
⑦
教
育
⑧
歴
史
・
文
化
⑨
区

議
会
・
選
挙
⑩
国
勢
調
査
な
ど

の
各
種
資
料（
約
五
八
○
○
点
）

が
あ
り
ま
す
。

◇
利
用
方
法

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
閲
覧
・

貸
出
が
で
き
ま
す
。
貸
出
期
間

は
一
五
日
間
、
氏
名
・
住
所
な

ど
を
確
認
で
き
る
も
の
が
必
要

で
す
。
各
種
計
画
書
、
区
勢
概

要
、
統
計
、
都
市
計
画
図
、
文

化
財
シ
リ
ー
ズ
な
ど
約
一
〇
〇

点
に
つ
い
て
は
販
売
も
し
て
い

ま
す
（
表
６
参
照
）。

　

〈表６　有料頒布資料の一部　１７年６月１日現在〉
価格（円）資　　　料　　　名
９００すぎなみ五つ星プラン
８００区勢概要
２０００杉並区統計書（１６年版）
１１００杉並区保健・福祉計画（１５～１９年度）
１６００杉並区まちづくり基本方針（１４年８月）
各９００自然観察ガイドブック１～３（植物・鳥・昆虫）
１０００杉並区環境基本計画
４００東京都市計画図（杉並区）（１６年６月２４日現在）
１００学校指定通学区域図（１６年４月１日現在）

個
人
情
報
保
護
法

民
間
事
業
者
に
適
用
さ

れ
る
個
人
情
報
保
護
法

の
内
容

　

個
人
情
報
保
護
法
は
、
民
間

事
業
者
（
個
人
情
報
取
扱
事
業

者
）
が
以
下
の
こ
と
を
守
る
よ

う
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

①
利
用
・
取
得
（
利
用
目
的
の

特
定
、
利
用
目
的
の
範
囲
を

越
え
た
取
り
扱
い
禁
止
な

ど
）

②
適
正
・
安
全
な
管
理
（
漏
え

い
な
ど
の
防
止
、
従
業
員
・

委
託
先
等
の
監
督
な
ど
）　

③
第
三
者
提
供
（
本
人
同
意
に

よ
ら
な
い
第
三
者
提
供
の
禁

止
な
ど
）

④
開
示
等
へ
の
対
応
（
本
人
か

ら
の
開
示
請
求
等
へ
の
対
応

義
務
、
苦
情
の
適
切
な
処
理

な
ど
）

自
分
の
個
人
情
報
を
守

る
た
め
に

　

個
人
情
報
は
思
わ
ぬ
と
こ
ろ

か
ら
流
通
し
、
悪
用
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
個

人
情
報
は
自
分
で
守
る
、
と
い

う
意
識
・
姿
勢
が
大
切
で
す
。

①
自
分
の
個
人
情
報
を
安
易
に

　

提
供
し
な
い
。

②
個
人
情
報
を
提
供
す
る
と
き

　

は
、
事
業
者
の
利
用
目
的
を

　

し
っ
か
り
確
認
す
る
。

③
提
供
先
（
事
業
者
）
の
個
人

　

情
報
取
り
扱
い
管
理
体
制
を

　

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

区
政
資
料
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

〈表３　個人情報の登録業務などの件数〉

件　数内　　容

１１７３登録業務

４５５外部委託

１２５６目的外利用

６８４外部提供

２３外部結合

〈表４　自己情報閲覧等の請求状況〉

請求件数請求情報内容の区分

７６閲覧等
０訂正
０消去

０目的外利用・外部提供の
中止

７６合　計

〈表５　可否決定状況〉

件　数可否決定の区分

５７開示
１３一部開示
１非開示
４不存在
１取下げ
７６合　計

〈表１　請求情報内容別の請求状況〉

請求件数請求情報内容の区分

９職員に関するもの
２８委託・契約に関するもの
４環境衛生に関するもの
１０会議資料に関するもの
１施設の図面
９１その他
１４３合　計

〈表２　可否決定状況〉

件　数可否決定の区分

５５公開
５５一部公開
１非公開
２２不存在
１存否応答拒否
９取下げ
１４３合　計

区の情報を公開し、皆さんの区の情報を公開し、皆さんの個
人
情
報

個
人
情
報
はは
守守
り
ま
す

り
ま
す

情
報
公
開
制
度

　

情
報
公
開
制
度
と
は
、
公
正

で
開
か
れ
た
区
政
の
進
展
を
図

る
た
め
、
情
報
の
公
開
を
求
め

る
区
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
を
保

障
す
る
と
と
も
に
、
区
の
説
明

責
任
を
明
ら
か
に
す
る
制
度
で

す
。

請
求
の
方
法　

　

ど
な
た
で
も
区
が
管
理
・
保

有
す
る
情
報
の
公
開
（
閲
覧
、

写
し
の
交
付
な
ど
）
を
請
求
で

き
ま
す
。　

年
度
の
運
用
状
況

１６

は
表
１
、
２
の
と
お
り
で
す
。

請
求
の
窓
口

　

総
務
課
情
報
公
開
係
へ
。

情
報
の
公
開

　

個
人
情
報
や
公
開
す
る
と
行

政
執
行
に
著
し
い
支
障
を
き
た

す
お
そ
れ
の
あ
る
情
報
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を

判
断
し
て
公
開
し
ま
す
。

手
数
料

　

無
料
。た
だ
し
、写
し
の
交
付

は
コ
ピ
ー
代
が
か
か
り
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

　

本
年
４
月
、
個
人
情
報
保
護

法
が
施
行
さ
れ
、
国
・
地
方
公

共
団
体
は
も
と
よ
り
、
民
間
事

業
者
も
こ
の
法
律
に
基
づ
い

て
、適
正
な
個
人
情
報
の
収
集
・

利
用
な
ど
を
行
う
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

区
で
は
、
昭
和　

年
に
「
杉

６２

並
区
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を

制
定
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
個

人
情
報
保
護
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
高
度
情
報
通
信
社
会

の
進
展
な
ど
に
対
応
し
、
個
人

情
報
の
一
層
の
保
護
を
図
る
た

め
条
例
改
正
（　

年　

月
、　

１５

１２

１７

年
３
月
）
を
行
い
、
よ
り
適
正

な
個
人
情
報
の
管
理
・
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

区
の
個
人
情
報
保
護
の

取
り
組
み

　

区
民
の
皆
さ
ん
の
個
人
情
報

を
適
正
に
取
り
扱
う
た
め
、
次

　

区
は
、
個
人
情
報
の
収
集
・

管
理
、
外
部
委
託
、
外
部
提
供

な
ど
の
処
理
を
適
正
に
行
う
た

め
、
個
人
情
報
の
項
目
な
ど
の

目
録
を
作
成
し
こ
れ
を
公
表
し

て
い
ま
す
。　

年
度
の
運
用
状

１６

況
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

自
己
情
報
の
開
示

　

ど
な
た
で
も
区
が
保
有
す
る

ご
自
分
の
個
人
情
報
の
開
示
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
個
人
情
報
に
事
実
の
誤

り
が
あ
る
と
き
、
条
例
に
違
反

し
て
収
集
、
利
用
ま
た
は
提
供

さ
れ
て
い
る
と
き
は
そ
の
情
報

の
訂
正
、
利
用
中
止
、
消
去
の

請
求
が
で
き
ま
す
。　

年
度
の

１６

運
用
状
況
は
表
４
、
５
の
と
お

り
で
す
。

請
求
の
窓
口　

　

総
務
課
情
報
公
開
係
へ
。

　

本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
証
明
書
な
ど
が
必
要
で

す
。　

の
ル
ー
ル
（
条
例
）
を
定
め
て

い
ま
す
。

①
利
用
目
的
を
明
確
に
し
て
個

　

人
情
報
を
収
集

　

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
業
務

の
目
的
を
明
確
に
し
、
目
的
達

成
の
範
囲
内
で
適
法
か
つ
公
正

に
収
集
し
ま
す
。

②
個
人
情
報
の
適
正
管
理

　

個
人
情
報
の
漏
え
い
、滅
失
、

 
毀  
損 
な
ど
の
防
止
の
た
め
必
要

き 

そ
ん

な
措
置
を
取
り
ま
す
。

③
目
的
外
利
用
（
提
供
）
の
禁

　

止

　

生
命
・
財
産
な
ど
の
安
全
を

守
る
た
め
緊
急
か
つ
や
む
を
得

な
い
と
き
な
ど
を
除
き
、
業
務

の
目
的
を
越
え
て
、
個
人
情
報

を
利
用
し
た
り
提
供
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
職
員
等
へ
の
罰
則
の
適
用

　

区
の
職
員
や
区
の
業
務
を
委

託
さ
れ
た
企
業
の
従
業
員
等

が
、
区
が
管
理
す
る
個
人
情
報

を
提
供
し
た
場
合
な
ど
に
は
、

二
年
以
下
の
懲
役
や
一
〇
〇
万

円
以
下
の
罰
金
な
ど
の
罰
則
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑤
個
人
情
報
に
関
す
る
業
務
登

　

録

本
日
か
ら
住
民
基
本
台

帳
の
大
量
閲
覧
を
大
幅

に
規
制
し
ま
す

　
　

年
第
二
回
区
議
会
定
例

１７
会
で
住
基
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
条

例
が
改
正
さ
れ
、本
日
か
ら
、

住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写

し
の
閲
覧
に
お
い
て
、
被
閲

覧
者
の
住
所
、
氏
名
な
ど
を

特
定
し
な
い
請
求
（
大
量
閲

覧
）
を
区
長
が
拒
否
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
の
大
量
閲

覧
制
度
は
、
個
人
情
報
の
売

買
や
不
正
利
用
な
ど
、
様
々

な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
区
で
は
、
こ
れ
ま

で
住
基
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
条
例

の
制
定
や
閲
覧
手
数
料
の
引

き
上
げ
を
行
う
な
ど
対
策
を

取
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

さ
ら
に
、
官
公
署
な
ど
か
ら

の
請
求
や
学
術
調
査
な
ど
の

公
益
性
の
高
い
も
の
を
除

き
、
商
業
目
的
な
ど
に
よ
る

閲
覧
を
禁
止
と
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

住
民
基
本
台
帳
の
大
量
閲

覧
は
、
国
で
も
見
直
し
の
検

討
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
法
律
改
正
な
ど
に
は
時

間
が
か
か
る
た
め
、
区
と
し

て
緊
急
に
実
施
す
る
措
置
で

す
。

　

な
お
、
区
民
等
の
意
見
提

出
手
続
は
、
規
制
を
緊
急
に

行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
今

回
は
実
施
を
見
送
り
ま
し
た
。

　
 

区
民
課
証
明
係

問


